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国民栄養調査に基づく無機質（クロム、マンガン、セレン）の摂取状況

に関する研究

昭和女大生活　Ｏ上岡　薫　昭和女大（院）岩渕美香・鈴江　緑衣郎

匯難　近年、栄養学において無機質、特に、微量元素と健康に関する研究が進んでいる。

しかし、必須微量元素の摂取量と健康の関係については個々の事例調査が主であり、国民

の健康増進を目的とした幅広い調査は行われていない。そこで、国民の栄養摂取状況に関

する研究の一環として、無機質の中で必須微量元素であるクロム、マンガン、セレンの

摂取状況を国民栄養調査に基づき調査したので報告する。

鏃蜃　国民栄養調査結果を基に、食品群別荷重平均成分表と食品の微量元素含量表を用

いてクロム、マンガン、セレンの荷重平均成分表を作成し、これより、国民一人一日あた

りの摂取量を算出した。同様にして各栄養素の年次推移、及び業種別（農家・非農家）

摂取量も算出し、比較検討した。

結難　①1992年では、クロム摂取量は、1 1 8μｇであった。主な摂取源は、穀類、

魚介類、肉類であった。マンガン摂取量は、3 367μｇであった。主な摂取源は、穀類、

豆類であった。セレン摂取量は、1 60μ8rであった。主な摂取源は、魚介類、卵類であ

った。②1970年以降の摂取量の年次推移では、クロム、セレンはほとんど変化がみら

れなかったが、マンガンは減少傾向を示した。③業種別摂取量の比較では、マンガンにお

いて、農家世帯が非農家世帯より摂取量の多い傾向がみられた。クロム、セレンでは差が

みられなかった。以上の結果より、これらの無機質の摂取量は、いづれも所要量と比較し

て適正量であることがわかったが、今後も食生活上、多くの種類の食品を適量摂取するこ
とが必要だと思われる。

I Fp－ 1

５

20日（土）Ｆ会場　午後3 :30～5 :00

グルコースーアミノ酸系の褐変化反応に対する測色学的解析

　　奈良女大家政　○伊達久美子　高村仁知　的場輝佳

【目的】これまで、アミノーカルボニル反応に関する研究は、反応機構をはじめ栄養価の
損失や抗酸化性・変異原性物質の生成などについて行われてきた。また、味噌・醤油など

の褐変化についての報告も多数ある。　しかし、褐変化に関与する化合物についての系統的

な解析は十分ではなく、特に色調（色相・明度・彩度）の変化についてはほとんど解明さ
れていない。そこで、本研究では、グルコースーアミノ酸のモデル系について、褐変化反

応を系統的に解析し、表色系を用いて色調変化を測色学的立場から検討することを目的と
した。

【方法】モデル系として、糖をグルコースに固定し、アミノ酸の種類を変化させた系を用
いた。色調変化は、分光光度計を用いて透過率スペクトルを可視領域全般にわたって測定
し、その色調をL*a*b＊表色系で表した。また、一般に褐変化強度の指標とされる420nniの

吸光度を測定することにより、褐変化の系統的な解析を行った。
【結果】色調変化については、ほぽ全てのアミノ酸で、加熱時間か長くなるに従って明度

か低下し、色度（色相および彩度）においては、黄色方向に向かって鮮やかになっていく
傾向か認められた。しかし、ヒスチジンを用いた場合のみは、明度の低下の点では他と同

様の変化を示したものの、色度においては加熱時間の経過と共に、やや緑方向に鮮やかに
なってい･くという特異的な傾向か観察された。また、褐変化強度の変化については、いず

れの系においても従来の報告どおり、PHおよび加熱温度か高くなるに従って褐変化か進行
することが確認された。　目下、糖の種類を変化させた系や金属など他の食品成分を添加し

た系においても測色学的な検討を進めている。
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